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総論：タダラフィルの少1持欄投与により動脈硬化の進展の抑札 あるいは将来的な予防効果を認める可  
能性が示唆された。   
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緒 言   








いと推測された。   
騒床的に血管内皮機能検査を用いて動脈硬化を  
調べることができる方法としてPWV（PtIIse  










































査ガイドライン（JCS2013）に取掛されている、。   
PWVは心臓から抽出された動脈が血管を伝播  
する速度を、測定する検査であり，脈の速度を測定  





















用いて測定した。   
方法はタダラフィル（5mg）を1日1回投与し，  
投与前，投与後12遡，24週，．B6過のPWVを測  
定した。   
検査操器は血相ABI／PWV（オムロンコーリン  






















高リスク群において，投与12過，24週後におい   
讐深雪芸■＝ 
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においでも同様にサブ解析にてPWVが優位に改   
善を認めた。   
しかし本研究で臥全患者においてPWVが優  
位に改善しなかった。それは二つの理由と考えら  
れる・這一っが動脈硬イヒを認めない患者が多く存訝   
したこと。つまり健常者の患者が多く存在したた   
捌こPWVが変化しなかったこと。もう一つが  






pwvがそれを評価するめは困難であろう。しか   
し，PWVは健常者においても加齢と共に高値と   
なるⅠや）猟 86逓後においても投与前と比較し悪  
化していなかった。この結果から動脈硬化の改善   
は認められなかったが，血管病変の抑制を認めて   
いる可能性，さらなる長期の服用により将来的な   
アンチエイジング薬となる可能性が示唆された。   
サブ解析では心血管イベント発祥の高リスク群  
においてPWVが投与前と比較し12適f軋24通  
関後に優位な改善を認めたが38週間礫でほ優位   
な改善を認めなかった。しかし，その差はわずか  
であり，さらなる症例が菩領されると改善する可  






●■■■  u－  ■l■－  1■一  


























落され保険承静に至ったヴ   
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緒 論  
タグラフイルは排尿障害や勃起機能の改善に加  
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